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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月3日(2012.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　単数形（「ａ」または「ａｎ」）の使用は、本明細書に規定された要素および成分を記
載するために使用される。これは、単に便宜上のために、かつ本発明の一般的な意味を与
えるために使用される。この説明は、１つまたは少なくとも１つを含めるように読まれる
べきであり、他の意味であることが明白でない限り、単数形には複数形も含まれる。
　別記しない限り、本明細書で用いる科学技術用語は全て、本発明の属する当業者により
一般的に理解されるのと同じ意味を有する。本明細書に記載されたものと同様または等価
の方法および材料は、本発明の実施形態の実施または試験に用いることができるが、好適
な方法および材料について後述する。本明細書で言及した出版物、特許出願、特許および
その他文献は全て、別記しない限り、その全内容が、参考文献として援用される。不一致
がある場合には、定義を含め本明細書が支配する。さらに、材料、方法および実施例は例
示のみであり、限定しようとするものではない。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ならびにＣＦＣ－１１４ａ（２－ジクロロ－１，１，１，２
－テトラフルオロエタン、ＣＣｌ２ＦＣＦ３）、ＨＣＦＣ－１２４（２－クロロ－１，１
，１，２－テトラフルオロエタン、ＣＦ３ＣＨＦＣｌ）、ＨＦＣ－１４３ａ（１，１，１
－トリフルオロエタン、ＣＦ３ＣＨ３）、ＣＦＯ－１１１３（２－クロロ－１，１，２－
トリフルオロエテン、ＣＣｌＦ＝ＣＦ２）、ＨＦＯ－１１２３（１，１，２－トリフルオ
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ロエテン、ＣＨＦ＝ＣＦ２）、ＨＦＯ－１１３２ａ（１，１－ジフルオロエテン、ＣＨ２

＝ＣＦ２）、ＴＦＥ（テトラフルオロエテン、ＣＦ２＝ＣＦ２）、ＨＣＦＯ－１１２２（
２－クロロ－１，１－ジフルオロエテン、ＣＨＣｌ＝ＣＦ２）、３，４，４，４－テトラ
フルオロ－２－ブタノン（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＣＨＦＣＦ３）、フッ化アセチル（ＣＨ３Ｃ
（＝Ｏ）Ｆ）、２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロパノール（ＣＦ３ＣＣ
ｌＦＣＨ２ＯＨ）、酢酸２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロピル（ＣＦ３

ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ３）、（２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロ
プロポキシ）塩化亜鉛（ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＺｎＣｌ）、酢酸２－クロロ－２，３，
３，３－テトラフルオロプロポキシメチル（ＣＦ３ＣＦＣｌＣＨ２ＯＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）
ＣＨ３）、１，３－ビストリフルオロメチル－１，３－ジフルオロシクロブタン（Ｃ６Ｈ

４Ｆ８）、２，３，３，３－テトラフルオロ酢酸プロピル（ＣＦ３ＣＨＦＣＨ２ＯＣ（＝
Ｏ）ＣＨ３）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ、ＨＣＯＮ（ＣＨ３）２）、ピリジン（Ｃ

５Ｈ５Ｎ）、酢酸エチル、（ＣＨＣｌＦＣＦ３）、酢酸（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ）、ジエ
チルエーテル（ＣＨ３ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ３）、無水酢酸（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＯＣ（＝Ｏ
）ＣＨ３）、酢酸メチル（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ３）、ジメチルアセトアミド（ＣＨ３

Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２）、メタノール（ＣＨ３ＯＨ）、エタノール（ＣＨ３ＣＨ２Ｏ
Ｈ）、ギ酸メチル（ＨＣ（＝Ｏ）ＯＣＨ３）、ピラジン、ピリミジン、Ｎ－メチルピロリ
ジン、Ｎ－メチルピペリジン、ヘキサメチルホスホルアミド、テトラヒドロフラン、１，
４－ジオキサン、Ｎ－メチルピロリジノン、ジメチルスルホキシド、アセトニトリル、ベ
ンゾニトリルおよびこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１種の追加の化
合物を含む組成物。
２．追加の化合物が、テトラフルオロエテン、１，１－ジフルオロエテン、トリフルオロ
エテンおよび２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＣＦＣ－１２４）
を含む上記１に記載の組成物。
３．追加の化合物が、２－クロロ－２，２，３，３－テトラフルオロプロパノール（ＣＦ

３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＨ）、無水酢酸、酢酸メチル、ＤＭＦおよびピリジンを含む上記１に
記載の組成物。
４．追加の化合物が、ＴＦＥ、ＨＦＯ－１１２３、ＨＦＣ－１４３ａ、ＣＦＯ－１１１３
、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＣ－１１４ａ、１，３－ビス－トリフルオロメチル－１，３－
ジフルオロシクロブタン、ギ酸メチル、酢酸および酢酸２，３，３，３－テトラフルオロ
プロピルを含む上記１に記載の組成物。
５．追加の化合物が、ＨＦＯ－１１２３、水、ＣＦＯ－１１１３、１，３－ビス－トリフ
ルオロメチル－１，３－ジフルオロシクロブタン、ギ酸メチルおよび酢酸メチルを含む上
記１に記載の組成物。
６．ａ．ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＨ、および
　ｂ．少なくとも１種の溶媒
を含む組成物。
７．ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ＣＦＣ－１１４ａ、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＯ－１１１３、
ＨＦＯ－１１２３、ＨＦＯ－１１３２ａ、ＴＦＥ、ＨＣＦＯ－１１２２、ジメチルアセト
アミド、メタノール、酢酸メチル、ギ酸メチル、ＤＭＦ、ピリジン、酢酸エチル、酢酸、
ジエチルエーテル、ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＺｎＣｌ、ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ
）ＣＨ３、酢酸２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロポキシメチルおよびこ
れらの混合物からなる群から選択される少なくとも１種の追加の化合物をさらに含む上記
６に記載の組成物。
８．追加の化合物が、ＨＣＦＣ－１２４およびメタノールを含む上記７に記載の組成物。
９．追加の化合物が、２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＣＦＣ－
１２４）、ギ酸メチル、クロロトリフルオロエテン（ＣＦＯ－１１１３）、トリフルオロ
エテン（ＨＦＯ－１１２３）およびメタノールを含む上記７に記載の組成物。
１０．追加の化合物が、２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＣＦＣ
－１２４）、ギ酸メチル、クロロトリフルオロエテン（ＣＦＯ－１１１３）およびトリフ
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ルオロエテン（ＨＦＯ－１１２３）を含む上記７に記載の組成物。
１１．ａ．ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ３、および
　ｂ．少なくとも１種の溶媒
を含む組成物。
１２．ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ＣＦＣ－１１４ａ、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＯ－１１１３
、ＨＦＯ－１１２３、ＨＦＯ－１１３２ａ、ＴＦＥ、ＨＣＦＯ－１１２２、メタノール、
酢酸メチル、ギ酸メチル、ジメチルアセトアミド、ジメチルホルムアミド、ピリジン、酢
酸エチル、酢酸、ジエチルエーテル、無水酢酸、ホルムアルデヒド、３－クロロ－３，４
，４，４－トリフルオロ－２－ブタノン、酢酸２，３，３，３－テトラフルオロプロピル
、ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣＨ（＝Ｏ）、酢酸２－クロロ－２，３，３，３－テトラフル
オロプロピルメチル、ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＨ、ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＺｎＣｌおよ
びこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１種の追加の化合物をさらに含む
上記１１に記載の組成物。
１３．追加の化合物が、２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロパノール（Ｃ
Ｆ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＨ）、酢酸エチル、酢酸およびジエチルエーテルを含む上記１２に
記載の組成物。
１４．追加の化合物が、ギ酸２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロピル（Ｃ
Ｆ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣＨ（＝Ｏ））、２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプ
ロパノール（ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＨ）、無水酢酸および酢酸を含む上記１２に記載の
組成物。
１５．追加の化合物が、ＴＦＥ、ＨＣＦＣ－１２４、３－クロロ－３，４，４，４－トリ
フルオロ－２－ブタノン、エチルメチルエーテルおよび酢酸メチルを含む上記１２に記載
の組成物。
１６．追加の化合物が、ＨＦＯ－１１２３、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、水、ホルムアルデヒ
ド、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＣ－１１４ａ、酢酸メチル、ギ酸メチル、３－クロロ－３，
４，４，４－テトラフルオロ－２－ブタノン、酢酸２，３，３，３－テトラフルオロプロ
ピル、２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロパノール、無水酢酸および酢酸
２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロポキシメチルを含む上記１２に記載の
組成物。
１７．追加の化合物が、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＣ－１１４ａ、酢酸メチル、ギ酸エチル
、ギ酸メチル、酢酸、３－クロロ－３，４，４，４－テトラフルオロ－２－ブタノン、２
－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロパノール、無水酢酸および酢酸２－クロ
ロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロポキシメチルを含む上記１２に記載の組成物。
１８．ａ．ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＺｎＣｌ、および
　ｂ．少なくとも１種の溶媒
を含む組成物。
１９．ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ＣＦＣ－１１４ａ、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＯ－１１１３
、ＨＦＯ－１１２３、ＨＦＯ－１１３２ａ、ＴＦＥ、ＨＣＦＯ－１１２２、メタノール、
酢酸メチル、ギ酸メチル、ジメチルアセトアミド、ジメチルホルムアミド、ピリジン、酢
酸エチル、酢酸、ジエチルエーテル、ホルムアルデヒド、トリフルオロアセトアルデヒド
、ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＨ、ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ３、酢酸２－クロ
ロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロポキシメチル（ＣＦ３ＣＦＣｌＣＨ２ＯＣＨ２

ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ３）およびこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１種の
追加の化合物をさらに含む上記１８に記載の組成物。
２０．追加の化合物が、ＨＣＦＣ－１２４、ギ酸メチル、メタノールおよびＨＦＯ－１１
２３を含む上記１９に記載の組成物。
２１．追加の化合物が、ＴＦＥ、酢酸、ギ酸メチル、酢酸メチル、ＨＣＦＣ－１２４、Ｈ
ＦＯ－１２３４ｙｆおよび酢酸２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロピル（
ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ３）を含む上記１９に記載の組成物。
２２．追加の化合物が、ＨＦＯ－１１２３、トリフルオロアセトアルデヒド、ホルムアル
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デヒド、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＣ－１１４ａ、メタノール、ギ酸メチルおよび酢酸２－
クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロピルを含む上記１９に記載の組成物。
２３．追加の化合物が、ＨＦＯ－１１２３、トリフルオロアセトアルデヒド、ＨＦＯ－１
２３４ｙｆ、ホルムアルデヒド、ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＣ－１１４ａ、メタノール、ジ
メチルエーテル、ギ酸メチル、ギ酸エチル、酢酸２－クロロ－２，３，３，３－テトラフ
ルオロプロピルおよび無水酢酸を含む上記１９に記載の組成物。
２４．ゼロ質量パーセントを超え、１質量パーセント未満の少なくとも１種の追加の化合
物を含有する上記１に記載の組成物。
２５．溶媒が、アルキル、ジアルキルまたはトリアルキルの鎖状または環状アミン；ピリ
ジンまたはアルキル置換ピリジン、ピラジン、ピリミジン；スルホキシド、エーテル、ア
ルキルまたは芳香族ニトリル、ヘキサメチルホスホルアミド；アルコール；エステル、ジ
メチルホルムアミド、テトラヒドロフラン、ジメチルアセトアミド、１，４－ジオキサン
およびＮ－メチルピロリドン、およびこれらの混合物からなる群から選択される上記６、
１１または１８に記載の組成物。
２６．溶媒が、メタノール、エタノール、ギ酸メチル、ＤＭＳＯ、アセトニトリル、ベン
ゾニトリルおよびこれらの混合物からなる群から選択される上記２５に記載の組成物。
２７．溶媒が、ジメチルアセトアミド、ジメチルホルムアミド、ピリジンおよびこれらの
混合物からなる群から選択される上記２５に記載の組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ならびにＣＦＣ－１１４ａ（２－ジクロロ－１，１，１，２－
テトラフルオロエタン、ＣＣｌ２ＦＣＦ３）、ＨＣＦＣ－１２４（２－クロロ－１，１，
１，２－テトラフルオロエタン、ＣＦ３ＣＨＦＣｌ）、ＨＦＣ－１４３ａ（１，１，１－
トリフルオロエタン、ＣＦ３ＣＨ３）、ＣＦＯ－１１１３（２－クロロ－１，１，２－ト
リフルオロエテン、ＣＣｌＦ＝ＣＦ２）、ＨＦＯ－１１２３（１，１，２－トリフルオロ
エテン、ＣＨＦ＝ＣＦ２）、ＨＦＯ－１１３２ａ（１，１－ジフルオロエテン、ＣＨ２＝
ＣＦ２）、ＴＦＥ（テトラフルオロエテン、ＣＦ２＝ＣＦ２）、ＨＣＦＯ－１１２２（２
－クロロ－１，１－ジフルオロエテン、ＣＨＣｌ＝ＣＦ２）、３，４，４，４－テトラフ
ルオロ－２－ブタノン（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＣＨＦＣＦ３）、フッ化アセチル（ＣＨ３Ｃ（
＝Ｏ）Ｆ）、２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロパノール（ＣＦ３ＣＣｌ
ＦＣＨ２ＯＨ）、酢酸２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプロピル（ＣＦ３Ｃ
ＣｌＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ３）、（２－クロロ－２，３，３，３－テトラフルオロプ
ロポキシ）塩化亜鉛（ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＺｎＣｌ）、酢酸２－クロロ－２，３，３
，３－テトラフルオロプロポキシメチル（ＣＦ３ＣＦＣｌＣＨ２ＯＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）Ｃ
Ｈ３）、１，３－ビストリフルオロメチル－１，３－ジフルオロシクロブタン（Ｃ６Ｈ４

Ｆ８）、酢酸２，３，３，３－テトラフルオロプロピル（ＣＦ３ＣＨＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ
）ＣＨ３）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ、ＨＣＯＮ（ＣＨ３）２）、ピリジン（Ｃ５

Ｈ５Ｎ）、酢酸エチル、（ＣＨＣｌＦＣＦ３）、酢酸（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ）、ジエチ
ルエーテル（ＣＨ３ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ３）、無水酢酸（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＯＣ（＝Ｏ）
ＣＨ３）、酢酸メチル（ＣＨ３Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ３）、ジメチルアセトアミド（ＣＨ３Ｃ
（＝Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）２）、メタノール（ＣＨ３ＯＨ）、エタノール（ＣＨ３ＣＨ２ＯＨ
）、ギ酸メチル（ＨＣ（＝Ｏ）ＯＣＨ３）、ピラジン、ピリミジン、Ｎ－メチルピロリジ
ン、Ｎ－メチルピペリジン、ヘキサメチルホスホルアミド、テトラヒドロフラン、１，４
－ジオキサン、Ｎ－メチルピロリジノン、ジメチルスルホキシド、アセトニトリル、ベン
ゾニトリルおよびこれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１種の追加の化合
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物を含む組成物であって、ただし該組成物は酢酸２，３，３，３－テトラフルオロプロピ
ルを含む、上記組成物。
【請求項２】
　追加の化合物が、ＴＦＥ、ＨＦＯ－１１２３、ＨＦＣ－１４３ａ、ＣＦＯ－１１１３、
ＨＣＦＣ－１２４、ＣＦＣ－１１４ａ、１，１－ジフルオロエテン、１，３－ビス－トリ
フルオロメチル－１，３－ジフルオロシクロブタン、ギ酸メチルおよび酢酸からなる群か
ら選択される少なくとも１種のさらなる追加の化合物をさらに含む、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　ａ．ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＨ、および
　ｂ．少なくとも１種の溶媒
を含む組成物。
【請求項４】
　ａ．ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ３、および
　ｂ．少なくとも１種の溶媒
を含む組成物。
【請求項５】
　ａ．ＣＦ３ＣＣｌＦＣＨ２ＯＺｎＣｌ、および
　ｂ．少なくとも１種の溶媒
を含む組成物。
【請求項６】
　ゼロ質量パーセントを超え、１質量パーセント未満の少なくとも１種の追加の化合物を
含有する請求項１に記載の組成物。
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